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はじめに　　韓国語における日本語表記法の問題は、そ
もそも音声学における韓国語と日本語の差異によるもの
で、日本語は無声音と有声音で構成されて、韓国語は無
気音と有気音で構成されることによる。特に日本語の無
声音「カ・タ・パ・サ行」に対応する韓国語の無気音は「平
音」と「硬音」に分けられていることによって、表記が
聴音によって分かれる １）ことが問題である。要するに、
日本語と韓国語の発音方法自体が異なるため、如何に文
字をマッチングしようとしても一対一の発音表記はでき
ないということである。
　そして、もう一つの問題点は、外来語表記法の第１章
には「破裂音の表記には硬音を使わないことを原則にす
る」となっているが、日本語表記においてはこの硬音を
使用し、「つ」を「쓰」で表記する例外を設定している
点である。これについて、それぞれ言語に異なる細則が
あるのに、硬音表記のみに一貫性・経済性を適用するの
は合理的ではない ２）との批判がある。その上、韓国は
過去日本の植民地であり日本語を国語として学ばなけれ
ばならなかった経験を有するためか、日本語原音を韓国
語で表記することへの反発もうかがえる ３）。
　本稿では、まず近代から現代までの発布および制定さ
れた外来語表記法の内容を取り上げ、各時期の表記法の
実態を伝える。そのうえで、韓国の新聞における日本語
表記の使用傾向を、「東京」の表記法の検索を通じて確
認する。最後に韓国語における日本語表記法に関する筆
者の考えを若干のべたい。
韓国語における外来語表記法変遷の歴史　　外来語表記に
関する原則を最初に提議したのは、1933年に発刊された

『ハングル正書法統一案』 ４）であった。ここで外来語規
定は「新しい文字や符合は使用しない」「表音主義を取る」
という２項目の原則が示されている。その後、より詳し
く外来語表記法を提示したのが1940年６月７日に朝鮮語
学会により制定され、1941年に発刊された『外来語表記
法統一案』 ５）であった。この案の附である「国語音表記
法」は当時植民地朝鮮の国語であった日本語を如何にハ
ングルで表記するかを定めた部分である。「国語音表記
法」の総則は、原音による「表音主義」を標榜する規則

と、添付の「仮名ハングル対照表」により表記すること
を原則とする規則で構成されている。この対照表からは
現行と同じく語頭に来る「か」「た」行に対するハング
ル子音表記が「ㄱ」「ㄷ」という平音になっていること
が確認できる。
　1948年には『入ってきた言葉書く法』 ６）が文教部によっ
て制定されるが、極端な原音主義により、外国語原音を
表記するためハングル子母のみではなく、以前に使われ
ていた字母を使用するようにして、「これは結果的に外
来語の表記を『外来語表記法統一案』に制定する以前の
状態に後退させた」 ７）とまで批評されている。ここの日
本語表記方法も、「か」「た」行が語頭に来る場合、ハン
グル「ㄱ」「ㄷ」の子音を使って表記するようにしてい
ることを確認できる。
　1958年には『ローマ字のハングル化表記法』 ８）が文教
部により改正される。この表記法の特徴は同一母音を繰
り返して長音を表記することを原則としたことである。
これによって、「東京」の表記が「토오쿄오」になった
のである。
　最後に現行の「外来語表記法」は88ソウルオリンピッ
ク等を目前にして外国の人名および地名表記法を補完す
る必要性によって1986年に制定されたもの ９）である。こ
れによって、今までも批判されつつある硬音不使用の原
則が定まり、また、長音は表記しないことになった。東
京が今のように「도쿄」なったこともこの表記法による。

「東京」から「토오쿄오」へ、そして「도쿄」へ　　以上の
ように変化されてきた日本語表記の使用傾向はどうで
あったのか。ここでは「東京」を例として、その使用頻
度を分析する。ここで提示する件数や表題は戦前からの

『朝鮮日報』『東亜日報』から戦後の『毎日経済』『京郷
新聞』『ハンギョレ』までの新聞記事を1999年まで表題
と本文で検索でき、原文を画像で確認できる「NAVER 
NEWSライブラリー」（newslibrary.naver.com）の検索結
果による。
　まず、「東京」を「동경」と表記した新聞は一切見当
たらない。一方、漢字の「東京」をそのまま使った記事
は1946年から1999年まで、194,326件に上るもっとも一
般的な表記方法であったといえる。その理由は、長い間、
韓国の新聞社では国漢混用文を使用していたためであ
る。それから、その次に早くから使われた表記として「도

韓国語における日本語表記
法の変遷過程概略
－�平音：無気音の平音/硬音：無気音の

硬音および濃音/激音：有気音－



65Ⅰ　研究報告

꾜」を新聞紙上で確認できるのは、1950年が初めてであ
る 。この表記使用は、1950年から1999年まで2,447件で
あった。続いて1954年からは語頭にくる「ト」を平音で、
長音を同じ母音で繰り返し表記した「도오꾜오・도오쿄

오」の表記を確認する。
　「도오꾜오」は、1954年から1994年まで136件の記事で
使われた。一方、「도오쿄오」は、新聞紙上1963年12月
４日付の『東亜日報』の「これが文教部案である　外国
人名・地名　ハングル表記」という記事で１回のみ確認
できる。
　さらに語頭も激音で表記した「토오쿄오」は1963年か
ら1993年まで230件、その内『東亜日報』が212件で一番
多かった。最後にハングル表記のみで一番使用頻度が多
かった「도쿄」は1975年から1999年まで42,335件の使用
を確認できた。1985年12月28日付の『東亜日報』の「今
日から施行外来語表記法改正」という記事をみると、こ
の時期からは新聞紙面上におけるハングルでの表記は概
ね「도쿄」に固まったと評価できる。

おわりに　　以上の「外来語表記法」の変遷過程と新聞
における「東京」の表記法の使用傾向を総合すれば、実
際に政府によって表記法が変化したというより、すでに
変化しつつあった表記へ表記法が追いかけていたことが
読み取れる。植民地時期から現在にいたるまで、韓国語
における日本語表記法の主流は一貫して「表音主義」を
標榜してきた。ところが、激音か硬音かに関する問題や

「か」「た」行における一つの日本語発音に二つの韓国語
表記という問題は解決できておらず、全面的な修正が必
要となっている。
　そもそもある一言語で全世界のすべての言語の発音に
相応しい表記法を制定することは不可能であるゆえ 10）、
韓国語における外来語表記法が原音主義を標榜している
うちは以上のような議論はいつまでも続くであろう。し
かし、先行研究でも指摘したようにより鮮明な「外来語」
と「外国語」の定義と、それぞれの場合による表記法を
確実に区分しておくことは必要であろう。そのようにし
ないと、特に韓国で外来語を韓国語で表記することと外
国でその外国語を韓国語で表記することの違いがあるに
も関わらず、「外来語表記法」に囚われてしまう。
　そのうえ、「カ」「タ」行の表記法についても修正が必

要であろう。そもそもの発音方法が違うとはいえ、表記
法とは音に文字を当てて表すことである。それゆえ、元
の外国語では一つの字で表記されるものを、韓国語では
二つの字に分けて表記することは効率がよくない。さら
に、実際の韓国人にもそのように聞こえない問題もあ
る。これはおそらく、近年日本の映画・ドラマ・アニメ
等を直接に接するようになった世代は日本語原音の発音
に慣れているからという理由もあるだろう。ところが、
語頭の平音表記のため、韓国人が日本語という外国語の
学習する際に、混乱を引き起こしている。そのため、日
本語表記法につき「外国語」としての日本語と「外来語」
としての日本語の表記を別にし、また、人名・地名といっ
た固有名詞は「外来語」よりは「外国語」として表記す
ることを提議することで、本稿を留めおきたい。

（扈　素妍）
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